県子ども会ＪＬ大会　会議録

日時：6月23日(土)18:30～
場所：横浜サポートセンター

出席：増井、栁下、岩田

· プロ①について
＜どんな方向でプログラム①を作っていく？＞
○全グループがゴールできるもの、何かを作りあげることができるもの

○競技（対抗もの）にはしないように

○炊事（おやつ/飯）…かまど等を一人でやってしまう人もいるため全員での達成感は無い
○ウォークラリー

○クラフト…やるのであれば後に残るもの、大会中とかも使えるもの

･一人一つの道具しか使えない

例えば、一人はハサミのみ、一人はのりのみなのに一つのものを作り上げないといけない

⇒そうすれば自然に協力して進められるのでは。
･ブーメラン、ステンシル
講師の方にこっちの意図を原さんに伝えてもらい、その意図にそった何か他のものがあれば提供してもらえるように依頼をしている。
　　　＜ブーメラン＞

○個人で作って、使い方をみんなで考える

○運命的な出会いを演出する

参加者はグループになっていない→ブーメランにMyプロフィールを簡単に書く→適当に投げる→誰かがキャッチ→運命的な出会い

○ブーメランを使ってMyプロフィール作り

個人作業になってしまわないように4人組みで班新聞のようなものを作る→役割分担（題名、内容、レタリング等）→協力する
○名札としてブーメランを使う

穴開けて首から下げる
○ブーメランのパーツを班内で入れ替える

他の班メンバーのパーツをつける

○班でブーメランを同じ色付けにする

○ブーメラン作った後は参加者を放置する

どう遊んだのかを班別で発表

○各個人のものにすれば後々残る。

＜どうすれば尊敬する？興味を持つ？＞
･同じものを作っていく中で、話題も沸くし色々話していくうちに興味を持てるようになるのでは？
・ステンシルだと子どもに展開ができない。女の子だと楽しいことだけど、男の子で楽しめる子は少ない。
･ただ協力して何かをするだけではなく、何か課題のようなものをクリアしないと達成感は生まれない。
　＜プロ①内容＞

　　プロ①では何をすれば協力してものごとが進められ、班員全員で達成感が味わえるかを話し合った。

1） ブーメランを取り返せ

☆ブーメランは常備しなくてはいけないという条件付け

　　　　　　　　　ブーメランがないと…ご飯食べられない、お風呂入れない、お布団ない等の説明（あくまで冗談）
①ブーメランを作る

　　　　　　　　②ブーメランの表面には班で同じマーク等を書く

　　　　　　　　③スタッフで参加者のブーメランを回収する

　　　　　　　　④自分達のブーメランを取り戻す為に館内ラリーをする

　　　　　　　　⑤チェックポイント（班で協力せざるを得ないもの、班同士で競い合うものはなし）
　　　　　　　　⑥指定数のチェックポイントを回ったら最終関門『班員のことをどこまで知っているかクイズ』

　　　　　　　　　　（相手の事をある程度、知っていないと答えられないようなものから出題）

2） 宝（カプセル）探し
隠されたブーメランに辿り着くためのヒントを探す

☆ブーメランは常備しなくてはいけないという条件付けは同じ

　　　　　　　①ブーメランを作る

　　　　　　　②ブーメランの表面には班のマーク、班の名前を書く

　　　　　　　③スタッフで参加者のブーメランを回収する

　　　　　　　④宝探しスタート

　　　　　　　　　･カプセルは色ごとに担当スタッフを分ける

　　　　　　　　　･色担当スタッフの場所はある程度、決めておく（スタッフ探しに時間を取られない様にするため）

　　　　　　　　　･カプセルは12個/1G×約10G＝140個（余裕を見て）

　　　　　　　　　･カプセルの中には持ってきただけでシールを渡すスペシャルも用意しておく

　　　　　　　　　･色分け①身体を動かす…赤×4個②身体を動かさない…青×4個③班員のプロフィール…黄×4個

　　　　　　　　　
　　　　　　　⑤カプセルを見つけたら

　　　　　　　　　･色ごとに担当スタッフへ持っていく

　　　　　　　　　･

　　　　　　　⑥シール（検討中）が指定数の12個揃ったらクリア

　　　　　　　⑦ブーメラン返却

　　　　　　　

･頭を作って考えるものから身体を使って考えるものまでグループワークの幅が広がるから良いと思う
･気付いたら仲良くなっていたのだということが大きくて振り返りがしやすい

　　　✿話し合いの結果、プロ①では宝（カプセル）探しの方向で進めていくことになりました✿

【カプセルの内容】…一つ3～4分でできるもの
①身体を動かす

　　　　　･ブルーシート返し（第一回大会のGWで実施）
　　　　　　班員全員が乗ったブルーシートを誰も落ちずに表→裏へひっくり返す

　　　　　･バー越え
　　　　　　一人で到底越えられないような高さのバーを班員全員で協力して越える

･フラフープ運び
指一本を出し全員で運ぶ

背の高い人は屈まないといけない等の協力が必要
　　　　　･ダンボールビルド（CKSにて実施）

･丸太転がり（同上）
[image: image1.emf]　･長縄飛び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aちゃん担当→　　　　　　　　　　　　　　　　　←Cちゃん担当
②身体を動かさない
･お絵かき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B君担当→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←D君担当
1枚の紙を4分割、一つの絵を仕上げる　　例）
･色塗り
　1人1色の色鉛筆しか持てない

　一度決めた色は班内でも交換禁止

　1つの絵を塗りあげる

　･輪唱
   達成感をどう味わうかが難しい

･4人deカット

紙の隅っこを4人でひとつ持ち一回も指を離さずに引いてある線の通りに紙を切る
③班員のプロフィール

　　　　　･班員の誰か（指名）の都市名を班員全員でいっせいに答える
　　　　　･誕生日（日にち/月日を足し算）順に整列
　　　　　･チーム名
◆プロ②について

　　＜プロ②の内容＞

　　いくつかあげてみました。

1）創作レクダンス
･4人で作ってその4人で作ったものを8人班になったときに展開して仲良くなる。

･まとめの時に子ども達にも展開できることを噛み砕いて伝えればいい
2）声帯模写…物まね

･相手の特徴を掴まないとできない。

･ただ子ども達に展開はどう頑張ってもできない

◆次回会議について

　6月26日（火）18:30～

　厚木ヤングコミュニティセンターにて

�








